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現場測定器・試験器の校正について

１．校正を必要とする根拠

校正とは、特定の計量標準（標準校正器）と比較して、測定器や試験器の特性を明らかにすることを言います。
一般的に測定器や試験器の校正管理は所有者様の任意となり、法的にも特に定められた周期等の制約はありません。
しかしながら、ＩＳＯに代表される品質管理の一環として、又 経年劣化や摩耗等の不具合要因から正常動作を保つため
には定期的なメンテナンスと校正が必要です。
校正を行う際のトレサビリティ（traceableであること:「跡を尋ねることが出来る」）においての最上位は国家計量標準か、
それに準じる為、誰もが同じ電気単位を同じ「ものさし」で共有出来る様に標準化したものが校正作業の原則となります。
故に必要な規則を設けた校正が必要となり、計量法においても第８章（計量器の校正等）に記載されております。

２．校正の有効期限

上記の通り、校正自体が任意となることから、細かなルールも所有者様で設定することとなります。
当社の場合、校正に関わる提出書類は「試験成績書」「校正証明書」「トレサビリティ体系図」となりますが、いずれも試験
実施日・書類作成日の記載のみとなるため、有効期限は設けておりません。
例外として当社内の標準器に対しては上記にあるように当社内のルール（社内基準）で有効期限を設けておりますが、
お客様からお預かりしました測定器・試験器に対しての有効期限ではございません。

３．推奨校正期が設定されている測定器
保安管理に対する事項として、２０１３年４月に（一社）日本電気協会 需要設備専門部会編集の「自家用電気工作物保安
管理規程」が改正・発刊されておりますので、ご閲覧をお勧めします。
同書の「資料８．機械器具の校正，点検〔第２３０-５節〕」の項目に参考記載されている内容は現場で使用する機器が３
年、標準器が１年と大別されています。

電気計測器の標準管理（トレーサビリティ）体系図

当社で製造される全ての製品は下記の標準管理体系に基づいて、国家標準にトレースされた標準器により校正されています。
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修理と総合試験のご依頼

●修理見積と修理内容
　アフターサービス（修理・校正）のご用命は、弊社営業所又は、ご購入された代理店までご依頼下さい。
　お客様からご指摘いただいた故障箇所を修理いたします。ご依頼を受けた修理製品が仕様書に記載された性能を満
　たしているかチェックを行い、不具合があれば修理お見積に追記させていただきます。
　修理・校正の「ご依頼内容（故障状況・ご希望納期・校正書類の有無 等）」「お見積り書・完了製品の送り先」等を確実に
  お伝えして頂く為、当社ホームページより専用シートをプリントアウトして添付頂きます様お願いいたします。
　ご依頼に伴う個人情報につきましては弊社個人情報保護方針（プライバシーポリシー）に基づき、取り扱いさせていただきます。

●修理保証期間
　修理させていただいた箇所に関して、ご返却後 ６ヶ月間を保証期間とさせていただきます。

●作業完了後のムサシインテックシールの貼付
　◎ 修理・検査済シール　　： 修理後の出荷検査完了品に貼付されます
　◎ 校正試験合格シール  ： 校正試験依頼を受けた場合には性能検査に合格した完了品に貼付されます
　◎ 総合試験合格シール　： 総合試験（点検）依頼を受け、修理が発生しなかった場合の検査完了品に貼付されます

修理保証期間と保証期間終了後のサービス

●当社製品の修理保証期間は、製品ご購入後１年間です。 
 　この期間中、万が一製造上の原因に起因する不測の故障が生じた場合は、無償で修理致します。 
 　但し、保証期間内においても「使用者の操作ミスによる故障」「天災等の不可抗力による事故」「海外におけるご使用」に
 　つきましては保証から除外させていただきます。　　　　　
 　弊社以外の製造者が製造した機器の保証期間は本項に関わらず、該当機器の製造者の責任条件に準じます。

●保証期間終了後の故障修理は有償とさせていただきます。　　　　　
 　ご使用いただいております製品の品質を維持するため修理受付期間は以下の通りとさせていただきます。　　　　　
　　　　　　①　製造後１５年以内　　　　　
　　　　　　②　製品の生産廃止後７年以内　　　　　　　
　 又、期間内であっても部品調達等の諸事情により、修理対応が不可能になる製品もございますのでご了承願います。

修理・校正 ご依頼の流れについて

●修理・校正製品のご依頼について

●修理・校正のお見積と修理完了と納品まで

ご依頼事項の確認・付属品の有無・特急納期のご希望等

校正のみのご依頼ではトータルチェックとなります

見積書記載の「出荷予定日」は見積もり翌日のご回答を基準に設定しています

納期の確定・お客様のご回答前には作業着手が出来ません

中止の場合でも「調査費用・返送分の荷造り運搬費用」を申し受けます

通常修理

●アフターサービスに関するご用命は弊社各営業所又はご購入された代理店までお問い合わせ下さい。
　 尚、受付窓口は本カタログP.118より、サービスネットワークをご覧ください。

ご依頼
ご購入代理店

弊社サービス
　ネットワーク

お客様名・製品名・製品№・ご希望納期

故障内容・不具合点・ご要望　等

「修理」「修理総合試験」「校正試験」の種別

↓

↓

↓

↓

↓

修理と総合試験

校正データ試験

↓
↓

修理 検査↓ ↓ ↓ 梱包↓書類作成↓ 納品・発送↓

□ 試験成績書　　　　　　　　 校正時の試験データをご提出します。

□ 校正証明書（標準器成績書あり）　校正作業に使用した標準器成績書の有・無を

□ 校正証明書（標準器成績書なし）　ご選択下さい。

□ トレサビリティ体系図　　　 製品個別のトレサビリティ体系図を提出します。

当社ホームページより「修理・校正受付シート（右図）」をご利用下さい。

「トップページ」→「カスタマサービス」→「修理・校正のご案内」より

「修理・校正受付シート」の「ＰＤＦ」「エクセル」データ入手が可能です。

①　修理・校正品のお預かり確認

②　修理箇所の点検調査及び必要部品・修理費用の金額・納期査定

③　お客様（ご依頼先）へのお見積もり提示

④　お客様（ご依頼先）からのご回答（修理のご注文として請けたまわります）

⑤　お預かり製品の修理・校正作業着手

総合試験合格

2015. 5月
（株）ムサシインテック

アフターサービス （修理・校正）

《貼付見本》
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